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■プログラム概要 

「記憶」のメカニズムとそれに及ぼす様々な効果について学び、それを元に効果的に知識や理

解を高め、能力を身につける協同学習の手法を学びます。その後で、自分の授業を見直して新し

いプログラムを作ってみましょう。 

・ミニレクチャー：「記憶」に関するいくつかの知見について 

・ミニレクチャー：学習歴の多様化に対応する手法「協同学習」のねらい 

・事例紹介：TBLを導入した初年次対象の「化学」，知識と能力の獲得 

・ワークショップ：問を作ろう 

・ワークショップ：90分の授業をデザインしてみよう 

 

■主な受講対象 

授業効果を高めたい教員、FD・SD研修担当教職員、教員になりたい学生、 

教科を教えながら学生の能力も高めたい教職員・学生 

 

■本プログラムの到達目標 

１．受講生が効率よく記憶できるための工夫ができる。 

２．協同学習のねらいが説明できる。 

３．協同学習の効果をねらった授業の組み立てができる。 

 

■日時・会場・受講定員 

日  時 ： 平成２４年８月２４日（金）１３：３０～１５：３０ 

会  場 ： 徳島大学 常三島キャンパス 共通教育５号館 ３階 ５－３０２・３０３教室 

定  員 ： ７５名 
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